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12月2日㈬　市議会総務企画常任委員会

　　　　　　市議会福祉教育常任委員会

　　　　　　佐原商工会議所議員懇話会で講演

　　3日㈭　市議会建設常任委員会

　　　　　　市議会経済環境常任委員会

　　6日㈰　山倉大神例祭

　　　　　　市民懇談会（佐原会場）

　　8日㈫　市議会12月定例会一般質問（10日まで）

　　14日㈪　市議会12月定例会（最終日）

　　15日㈫　成田空港圏自治体連絡協議会

　　16日㈬　環境審議会

　　18日㈮　水道事業等運営審議会

　　　　　　小見川用地の活用を進める会総会

　　21日㈪　香取市教育委員会表彰式

　　　　　　香取のふるさとまつり実行委員会

　　25日㈮　成田空港に関する四者協議会

【まちかど通信】

12月の主な行動

▲第1回香取小江戸マラソン
 （12月13日）

かしい功績をたたえて
香取市教育委員会表彰輝

む
か
し
む
か
し　

と
ら
と
ね
こ
は
…

大
島
英
太
郎
／
文
・
絵

　

む
か
し
む
か
し
、
ト
ラ
は
今
と
違

い
、
の
ろ
ま
で
獲
物
を
と
る
の
が
下

手
だ
っ
た
。
間
抜
け
な
ト
ラ
は
ネ
コ

の
弟
子
に
し
て
も
ら
い
、
狩
り
の
仕

方
を
教
え
て
も
ら
う
が
…
。
ト
ラ
と

ネ
コ
の
生
態
の
違
い
を
も
と
に
書
か

れ
た
中
国
の
昔
話
。 （
福
音
館
書
店
）

　教育、文化、スポーツなどの分野で顕著な功績を収めた個人・団
体を表彰する教育委員会表彰式が、12月21日に佐原文化会館で行わ
れました。
　式では、ベルリン世界陸上に出場した佐伯由香里さんを始め、市
長特別表彰と合わせて213人に表彰状が手渡されました。
　受賞者代表であいさつをした佐原中学校の大

おお

澤
さわ

澄
すみ

夏
か

さんは、「支
えて下さった人たちに感謝し、さらに努力していきたいと思います」
と述べました。

▲代表あいさつをする大澤澄夏さん
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湾
2
0
0
9

統
芸
能
を
海
外
へ
発
信

伝

　

台
湾
の
国
民
に
日
本
の
伝
統
芸
能
を
直
接
伝

え
、
訪
日
観
光
客
の
誘
致
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
「
ま
つ
り
イ
ン
台
湾
2
0
0
9
」
が
12
月
5

日
・
6
日
に
台
北
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
全
国
か
ら
5
団
体

の
伝
統
芸
能
が
選
ば
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
に
本
市

の
「
佐
原
囃
子
と
手
踊
り
」
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

囃
子
の
演
奏
は
「
如
月
会
囃
子
連
」、
手
踊

り
は
「
祭
遊
會
」
が
、
2
日
間
で
4
回
の
公
演

を
行
い
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
パ
レ
ー
ド
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
、
見
事
「
友
好
の
絆
賞
」
に
輝
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
「
佐
原
小
唄
」
の
手
踊
り

や
、「
佐
原
張
子
」
の
体
験
教
室
も
開
催
さ
れ
、

台
湾
の
人
た
ち
と
交
流
を
図
り
、
本
市
の
伝
統

芸
能
・
文
化
を
伝
え
る
、
観
光
大
使
と
し
て
の

役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

▲台北市民に披露された佐原囃子
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香
取
遺
産

　

大だ
い

法ほ
う

寺じ

古こ

墳ふ
ん

と
権ご

ん

現げ
ん

前ま
え

古こ

墳ふ
ん

は
森
戸
地
区
に
あ
り
、
前
回
の

香
取
遺
産
12
月
15
日
号
で
紹
介

し
た
禅ぜ

ん

昌し
ょ
う

寺じ

山や
ま

古こ

墳ふ
ん

と
同
じ
く
、

大
須
賀
川
下
流
地
域
を
支
配
し

た
歴
代
の
首
長
墓
と
考
え
ら
れ

て
い
る
古
墳
で
す
。

　

大
法
寺
古
墳
は
、
大
法
寺
の

境
内
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
頂
い
た
だ
きに

は
御お

堂ど
う

が
建
立
さ
れ
、
か
な
り

高
さ
の
あ
る
円
墳
の
よ
う
に
み

え
ま
す
が
、
周
辺
の
地
形
な
ど

の
観
察
か
ら
、
全
長
約
60
ｍ
の

前
方
後
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
西
側
が
前
方
部
、
東
側

が
後
円
部
で
、
主
軸
方
向
は
ほ

ぼ
東
西
で
す
。

　

現
在
残
っ
て
い
る
の
は
後
円

部
で
、
大
き
さ
は
直
径
32
・
5

ｍ
、
高
さ
6
・
5
ｍ
で
す
。
前

方
部
は
、
宅
地
開
発
な
ど
で
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
後

円
部
は
御
堂
が
あ
る
た
め
削
ら

れ
る
こ
と
な
く
残
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

権
現
前
古
墳
は
、
大
法
寺
古

墳
か
ら
東
へ
約
5
0
0
ｍ
の
所

に
あ
り
ま
す
。
墳
丘
は
す
っ
か

り
失
わ
れ
、
現
在
は
畑
地
と
宅

地
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
法

寺
古
墳
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の

前
方
後
円
墳
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

両
古
墳
と
も
、
埋
葬
施
設
の

構
造
や
副ふ

く

葬そ
う

品ひ
ん

は
わ
か
っ
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
古
く
か
ら
墳
丘

や
そ
の
周
辺
か
ら
埴
輪
が
出
土

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

大
須
賀
川
下
流
域
に
お
け
る
重

要
な
古
墳
で
あ
る
と
認
識
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
採

取
し
た
埴
輪
か
ら
、
大
法
寺
古

墳
が
6
世
紀
前
半
、
権
現
前
古

墳
が
6
世
紀
初
頭
の
築
造
と
考

「大法寺古墳・権現前古墳」

え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
円
墳
が
数
基

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
詳
細
は
不
明
で
す
。

　

大
法
寺
古
墳
と
権
現
前
古
墳

が
あ
る
森
戸
地
区
は
、
台
地
の

裾
部
に
あ
た
る
標
高
約
3
m
の

微
高
地
で
、
大
須
賀
川
下
流
に

広
が
る
低
地
に
面
し
て
い
ま
す
。

そ
の
低
地
は
古
く
か
ら
水
田
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
微
高
地
に
歴
代

首
長
の
墳
墓
が
営
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
時
す
で
に
重
要
な

生
産
基
盤
と
し
て
水す

い

稲と
う

耕こ
う

作さ
く

が

行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。

　

本
地
域
の
首
長
た
ち
は
、
死

後
も
な
お
、
大
切
な
水
田
を
見

守
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 
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▲大法寺古墳（東から）

大須賀川流域の
歴代首長墳墓


